
 

 

 

 

 

 

 

 
中間テストお疲れ様でした。手応えはどうでしたか？テストが終わってから「後悔」した人はいます

か？後悔してしまった人、次に繋げる意味でも、是非参考にしてみてはどうでしょう？ 

 
もし後悔しそうになれば、自分に言い聞かせてほしいことがあります。「後悔はしない。反省だけす

る。」という一言です。後悔と反省は、似ていますが、違います。反省も、過去を振り返ることです

が、くよくよすることはありません。 

反省とは、過去を振り返り、言葉や行動に間違いがなかったか、よく考えることです。同じ失敗が再

び起こらないように、改善案も考えます。反省ができれば、きっぱり過去を振り切れます。後悔はし

ないで、反省だけしましょう。自分のこれまでの生活を振り返り、後悔した出来事を思い出してみま

しょう。すべての後悔を、反省に置き換えます。あらゆる後悔を反省できたとき、必ず前向きになれ

ます。 

テストに向けてで言えば、 

・勉強時間が足りなかった・・・ 

・日頃の授業への姿勢の見直し（板書の仕方や提出物忘れ・遅れなど） 

など、様々なことが考えられると思います。前回の通信にも書きましたが、期末テストで中間テスト

の分も頑張ろうと思うのは当然のことですが、期末は実技教科のテストもあります。中間テストを実

施した５教科よりも範囲が広く、テストも１回しかないです。そこも考えた上で、いつからテスト勉

強を始めるのが良いのか？この２年間の自分を振り返り、しっかりと計画を立てて取り組んでくださ

い！ 

 １番やってはいけないのが入試での後悔です。今からしっかりと計画性を持ち、希望進路の実現の

ために考動していってほしいと思います。ここで気を付けてほしいのが「開き直ること」です。これ

まで「まぁ、何とかなるやろ～。」という考えで来た人、入試は本当に何ともなりません。先生たち

が助けることもできません。本当に自分の内申点・当日の試験の出来で合否が判断されてしまいます。

来週からテストが返却されると思うので、点数だけでなく、どういったミスが多かったのかもしっか

りと分析しておくこと！当然、今回のテスト範囲も入試の試験範囲です！ 

 次回のみんなのテストは６月 17 日（月）から行われる第２回定着確認テストが行われます。配

布された範囲表を見て、しっかりと対策して臨もう！ 

 

６月４日（火）６ｈ：第１回進路希望調査についての説明 

６月 ５日（水）朝、昇降口にて第１回五ツ木模試の一括申込日！ 

      ※この日に申し込みを忘れた人は各自で書店で申し込んでください。 

６ｈ：進路学習 公立中期選抜における２step方式の説明 

１１日（火）６ｈ：公立高等学校の先生のお話を聴く会 

１３日（木）朝学活、第１回進路希望調査提出締切！ 

１７日（月）６ｈ：第２回定着確認テスト（国語・社会） 

１８日（火）６ｈ：第２回定着確認テスト（数学・理科） 

１９日（水）６ｈ：第２回定着確認テスト（英語） 

 

志望校を決定するための情報は多い方がいいです。今では、様々なところから情報を得ることができ

ます。以下の２点を参考にしてみてください。 

 

☆受験(検)までにこの情報は知っておこう！ ～ベネッセＨＰより抜粋～ 

 ①大学受験や就職に関する情報       ②３年間通えるか？や学校の設備面 

 ③部活の種類や活動内容             ④実際に通っている生徒の様子 

 ⑤必要な成績や偏差値情報           ⑥学科やコースのこと 

これら全ての情報が各高校のＨＰで手に入るわけではありません。まずは、各学校のホームページか

ら、読み取れる情報は積極的に収集しておきましょう。またWebでの説明動画がある学校もありま

す。そちらも積極的に視聴してみましょう！ 

 

☆志望校の候補は３校くらいに絞れるように！ 

受験(検)の結果、第一志望に入れるとは限りませんし、やりたいことが見つかって志望校が変更にな

ることもあります。学びたい、通いたい学校は 3校程度、候補にあげておくとよいでしょう。どこを

第一志望にするのかは、高校生活に何を優先したいかによって決まります。志望校を決めるときは「な

ぜその高校を志望校にしたのか」をメモしておくと便利です。 

 

６月５日(水)の連絡です！！  ※希望者のみです！ 

６月５日の朝は、第１回五ツ木模試の申込日です！申し込む

人は、申込用紙（各教室に届き次第置きます）とお金を忘れずに持

って登校すること！受付（昇降口）が混み合う可能性もありま

す。いつもギリギリに登校している人は時間に余裕を持って登校する

ようにしましょう！※もし忘れた人は、自分で本屋さんで申し込

まないといけません！ 

 


